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第１回定例会
　

昨
年
、
船
橋
市
は
、
市
財
政

が
2
0
4
2
年
か
ら
赤
字
に
な

り
、
2
0
6
0
年
（
43
年
後
）

に
は
3
0
0
0
億
円
の
赤
字
に

な
る
予
測
を
出
し
ま
し
た
。
43

年
も
先
は
経
済
・
社
会
状
況
が

今
と
は
相
当
変
化
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。
そ
ん
な
先
の
市
の
財

政
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
予
測
し
た
数
字
に
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
財
政
が
厳
し
い
」

と
数
字
を
振
り
か
ざ
し
、
重
い

教
育
費
の
保
護
者
負
担
解
消
な

ど
必
要
な
仕
事
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
で
は
、
3
0
0
0

「噴水のある」若松２丁目はらっぱ公園
　市内では珍しい「噴水のある公園」です。広い原っぱ

と遊具もあり、子どもたちの歓声が絶えません。

　中心には『ミストの出るポール』もあり、涼しさを感

じることもできます。

船橋再発見

億
円
の
赤
字
を
生
ま
な
い
よ

う
公
共
施
設
を
26
％
削
減
す

る
必
要
が
あ
る
。
20
年
後
の

2
0
3
7
年
ま
で
に
5
％
、

7
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
削
減
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
3
7
年
の
人
口
見
通
し

は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
約
62
万
人

で
す
。
7
万
平
方
メ
ー
ト
ル

は
、
公
民
館
に
す
る
と
市
内
全

公
民
館
面
積
の
1
･
8
倍
、
小

学
校
校
舎
で
は
5
校
分
に
あ
た

　

新
年
度
予
算
は
、
当
初
か
ら
35
億
円
の
積
立

金
を
計
上
す
る
な
ど
、
財
政
力
は
あ
り
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
値
上
げ
を
行
い
、
重
す
ぎ
る

教
育
費
負
担
や
、
教
員
不
足
問
題
な
ど
が
放
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
質
の
低
下
が

心
配
さ
れ
る
株
式
会
社
に
よ
る
図
書
館
の
管
理

　

学
級
担
任
が
療
養
休
暇
、
産

休
・
育
休
等
に
入
る
際
の
代
替

教
員
不
足
が
深
刻
で
す
。

　

船
橋
市
で
は
２
月
現
在
、
22

人
も
不
足
し
、
県
内
最
多
で
し

た
。
や
む
を
得
ず
教
務
主
任
や

音
楽
専
科
教
員
等
が
担
任
に
入

り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
教
務
主
任
や
音

楽
専
科
教
員
が
行
っ
て
き
た
仕

事
が
、
他
の
教
員
に
振
り
替
え

異
常
事
態
「
担
任
の
先
生
が
い
な
い
」

市
費
で
教
員
採
用
を

ら
れ
る
こ
と
に
。
た
だ
で
さ
え

忙
し
い
学
校
は
、
悲
惨
な
実
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

柏
・
浦
安
・
市
川
市
で
は
独

自
に
教
員
を
雇
い
、
教
員
不
足

を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
「
教
員
は
国
や
県
に
よ

る
措
置
が
基
本
」
と
し
な
が
ら

も
、
「
重
大
さ
は
認
識
し
て
い

る
。
他
市
事
例
を
研
究
中
」
と

答
弁
。
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。

運
営
も
始
ま
り
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
図
書
館

の
直
営
を
維
持
し
、
船
橋
市
の
財
政
力
を
市
民
優

先
に
活
か
し
た
予
算
の
組
み
換
え
を
提
案
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
奨
学
金
支
給
条
例
案
」
や
「
共
謀

罪
に
反
対
す
る
意
見
書
」
な
ど
５
本
の
発
議
案
を

提
案
し
ま
し
た
。

フ
ェ
イ
ク（
ま
や
か
し
）で
市
民
脅
す

市
の
財
政
運
用
や
め
よ

り
ま
す
。
こ
ん
な
に
削
減
し
た

ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

免
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
、
今
後
の
15
年

間
は
黒
字
で
、
必
要
な
小
中

学
校
新
設
や
児
童
相
談
所
設

置
、
市
場
の
建
て
替
え
に
加
え

て
、
5
5
0
億
円
の
メ
デ
ィ
カ

ル
タ
ウ
ン
構
想
で
浪
費
し
て
も

2
0
3
1
年
に
は
剰
余
金
積
立

が
2
1
0
億
円
も
出
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

市
は
「
遠
い
将
来
の
経
済
情

勢
は
わ
か
ら
な
い
の
は
そ
の

通
り
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、

フ
ェ
イ
ク
で
市
民
を
脅
し
な
が

ら
、
浪
費
を
進
め
る
財
政
運
営

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

平成29年度船橋市一般会計予算
日本共産党組替案の主なもの

＜歳入・歳出の削減＞ （単位：千円）

自転車等駐車場使用料を値上げ前に戻す ▲ 25,096

保育料のみなし控除を全員に適用 ▲ 15,608

公園使用料（野球場、テニスコート、プール
など）の値上げをしない ▲ 3,020

自衛官募集費 78

船橋駅南口市街地再開発事業特別会計繰出し金 188,400

海老川上流地域まちづくり促進費 45,557

図書館の指定管理制度をやめる 392,641

＜歳出の追加＞ （単位：千円）

特別養護老人ホームを建設する(100床追加) 450,000

高齢者バス運賃助成 500,000

認可保育所を新設する(用地購入費として) 250,000

図書館を直営で運営する 251,227

子どもの医療費を18歳まで無料にする 698,663

給付型奨学金の実施 574,200

市費で教員を採用する 165,645

小学校1年生の入学準備金を入学前に支給する 10,799

住宅リフォーム地域経済応援事業の実施 300,000

給食費・教材費等の無償化 2,000,000

図
書
館
の
直
営
を
維
持
し
、

財
政
力
活
か
し
た
く
ら
し
を
守
る
予
算
に



●タクシー運賃助成の対象拡大：腎機能障害3・4級で人口透析
治療を受けている人、特養ホーム等の入所・入院中の人 ●妊
婦・出産支援事業：病院の空きベッドを活用した宿泊型産後ケ
ア等 ●就学援助の入学準備補助引き上げ：小学2万470円⇒4万
600円、中学校2万3550円⇒4万7400円 ●私立幼稚園就園奨励
補助増額：市民税非課税世帯の第2子無償化、市民税所得割課
税77,100円以下世帯の負担軽減 ●二和向台駅ロータリー用地、
行田の中学校用地、塚田第２小学校用地等取得
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「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
」

（
新
規
事
業
）
と
し
て
4
百
万

円
の
予
算
案
が
組
ま
れ
ま
し

た
。
事
業
内
容
は
1
歳
6
か
月

健
診
の
受
診
者
に
、
図
書
館
で

行
わ
れ
る
「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

え
ほ
ん
の
会
」
へ
の
招
待
状
を

　

野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

プ
ー
ル
、
体
育
館
等
使
用
料
の

値
上
げ
（
7
月
か
ら
）
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
現
行
の
一
般
料
金
２
時
間

3
0
0
円
を
4
5
0
円
に
引
き

上
げ
ま
す
。
「
民
間
に
代
替
施

設
が
あ
る
」
「
市
場
性
が
高
い
」

と
い
う
理
由
で
す
が
、
市
は
民

間
施
設
の
実
態
調
査
す
ら
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
で

は
現
行
の
一
般
２
時
間
3
0
0

円
を
３
時
間
5
6
0
円
に
引
き

上
げ
ま
す
。
し
か
も
新
料
金

　

今
年
1
月
8
日
、
自
衛
隊
習

志
野
基
地
「
降
下
訓
練
始
め
」

に
米
軍
が
初
参
加
し
ま
し
た
。

　

防
衛
省
は
こ
の
米
軍
施
設
使

用
に
あ
た
り
、
市
長
の
意
見
を

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
市
長
は

「
国
の
専
管
事
項
」
と
承
諾
し

ま
し
た
。

　

4
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

新
北
部
清
掃
工
場
と
余
熱
利
用

施
設
は
、
市
が
設
計
・
建
設
・

運
営
を
一
括
し
て
民
間
に
丸
投

げ
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
が
取
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
オ
ー
プ
ン
直
前
に

問
題
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
ゴ

ミ
収
集
車
の
作
業
員
が
使
用
す

る
屋
外
ト
イ
レ
が
一
か
所
に
減

り
、
便
器
は
9
器
も
減
ら
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
搬
入
後
の
手

洗
い
場
が
な
い
な
ど
、
作
業
員

の
使
用
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

余
熱
利
用
施
設
で
も
風
呂
の

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業

　

    

全
て
の
子
ど
も
達
に
絵
本
を

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料

大
幅
値
上
げ
に
「
水
増
し
」
の
積
算
ま
で
!!

自
衛
隊
習
志
野
基
地
の
米
軍
使
用

　

       

市
長
は
「
憲
法
の
範
囲
内
」
!?

高
校
や
大
学
な
ど　

船
橋
市
奨
学
金
支
給
条
例
を
提
案

北
部
清
掃
工
場
・
余
熱
利
用
施
設

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
」
で
市
の
チ
ェ
ッ
ク
働
か
ず

内　　容 結果 共産 自由 公明 清風 新成 市民 民進

意 
見 
書 
・ 
条 
例 
案

船橋市奨学資金支給条例 否決 ○ × × × × ○ ×

※新成と民進党からは、継続審議を求める態度表明がありましたが、賛成少数で否決されました。

テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の導入をやめるよう求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ○

陸上自衛隊習志野演習場及び陸上自衛隊習志野駐屯地を米軍に使用させないこと
を求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ×

障がい児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書 否決 ○ × × × × ○ ×

陳 
情 
・ 
請 
願

ナンバープレート「船橋」ナンバーの交付に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育格差をなくし、子どもに行き届いた教育を求めることに関する請願 不採択 ○ × × × × ○ ×

千葉県議会の定数変更に際し、市民の 1 票の格差是正を求める決議に関する陳情 不採択 ○ × × × ○ ○ ×

保険薬局を無料低額診療事業の対象にすることに関する陳情 不採択 ○ × × × × ○ ×

総合事業の現行相当サービスを継続し、介護報酬を減額しないことに関する陳情 不採択 ○ × × × × ○ ×

年金削減中止・最低保障年金制度実現を求める意見書提出に関する陳情 不採択 ○ × × × × ○ ×

第１回定例会　日本共産党提案の意見書と主な陳情への態度

配
布
し
、
同
会
終
了
後
に
絵
本

を
渡
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

予
算
の
内
訳
は
絵
本
3
千
冊

分
の
購
入
費
で
す
が
、
健
診
対

象
者
は
例
年
約
5
7
0
0
人
で

あ
り
、
少
な
す
ぎ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
4
か
月
児
健
康

相
談
時
に
絵
本
を
渡
す
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
事
業
で
は
9
割

以
上
の
子
ど
も
達
が
絵
本
を
受

け
取
っ
て
い
ま
す
。
「
セ
カ
ン

ド
ブ
ッ
ク
事
業
」
も
同
様
に
、

全
児
童
を
対
象
に
し
て
健
診
時

に
絵
本
を
渡
し
、
え
ほ
ん
の
会

へ
の
招
待
状
を
渡
す
事
業
へ
の

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

 

市
は
「
図
書
館
に
来
て
も
ら

う
た
め
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し

た
が
、
図
書
館
に
行
く
こ
と
が

難
し
い
子
ど
も
達
を
対
象
外
に

し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

の
積
算
は
、
「
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
シ
ャ

ワ
ー
出
し
っ
放
し
」
と
い

う
あ
り
え
な
い
想
定
を
基

に
し
て
い
ま
す
。
値
上
げ

す
る
た
め
の
「
水
増
し
」

で
す
。
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
合
理
的
な
根
拠
も
な

く
値
上
げ
す
る
な
ど
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
値
上
げ

案
は
日
本
共
産
党
以
外
の

す
べ
て
の
会
派
が
賛
成
し

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
憲
法
遵
守
の
立
場
か
ら
反

対
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
」
と

議
会
で
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
市

長
は
「
憲
法
の
範
囲
内
と
判
断

し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

2
0
1
0
年
、
全
国
の
自
衛

隊
施
設
を
米
軍
が
共
同
使
用
す

る
方
針
を
日
米
で
合
意
し
ま
し

浴
槽
に
下
り
る
一
段
目
が
高

く
、
危
険
な
状
態
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
を
求
め
「
3

月
下
旬
ま
で
に
ト
イ
レ
、
手
洗

い
場
と
も
増
設
す
る
」
、
浴
槽

内
も
「
改
善
す
る
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

民
間
に
丸
投
げ
の
設
計
・
建

設
で
市
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働

か
な
い
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
が
、
こ
れ

ら
の
欠
陥
や
不
備
の
元
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
「
市
が
直
接

責
任
を
も
っ
て
施
設
を
つ
く

り
、
維
持
・
管
理
す
べ
き
」
と

主
張
し
て
き
ま
し
た
。

共
産
＝
日
本
共
産
党（
8
人
）、自
由
＝
自
由
市
政
会（
12
人
）、公

明
＝
公
明
党（
10
人
）、清
風
＝
船
橋
清
風
会（
6
人
）、新
成
＝
新

成（
6
人
）、市
民
＝
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
4
人
）、民
進
＝

民
進
党（
3
人
）

みなさんと実現しました

　

経
済
的
理
由
で
進
学
で
き
な

い
、
学
業
を
続
け
ら
れ
な
い
な

ど
、
格
差
と
貧
困
の
広
が
り
の

中
で
、
学
ぶ
機
会
が
奪
わ
れ
る

若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
安
倍

政
権
は
よ
う
や
く
返
済
不
要
な

給
付
型
奨
学
金
の
導
入
を
決
め

ま
し
た
が
、
対
象
者
は
約
２
万

人
で
、
進
学
者
数
の
わ
ず
か

２
％
程
度
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
市
が
独
自

の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
導
入

す
る
「
船
橋
市
奨
学
金
支
給
条

例
」
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
賛
成
少
数
の

た
め
否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
そ
の
も

の
に
反
対
し
た
会
派
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

〈
日
本
共
産
党
の
提
案
〉

①
高
校
学
校
な
ど

　

年
額
12
万
円
以
内

②
大
学
な
ど

　

年
額
60
万
円
以
内

③
支
給
対
象

経
済
的
に
就
学
困
難
者
で
希

望
す
る
者

今
後
も
実
施
に
む
け
て
、
皆
さ

ん
と
力
を
尽
く
し
ま
す
。

た
。
そ
の
た
め
今
回
の
米
軍
参

加
は
、
習
志
野
で
の
米
軍
共
同

使
用
の
常
態
化
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
米
軍
の
訓
練
に
よ

る
被
害
や
米
兵
に
よ
る
犯
罪
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

米
軍
は
戦
争
す
る
軍
隊
そ
の

も
の
で
す
。
自
衛
隊
施
設
利
用

は
「
戦
力
を
保
持
し
な
い
」
と

し
た
憲
法
9
条
に
反
す
る
も
の

で
す
。


